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Ⅰ はじめに 

 報告・資料集 P.５４の基調について確認した。 

 SDGｓは本研究大会の地元テーマ「誰一人取り残

さない社会の創造をめざして」とも重なり、さまざ

まな点で人権教育とつながる。全国各地で取り組

まれている地道で確かな実践に学び合い、誰もが

自分らしく生きがいをもって暮らすことができる

人権文化あふれる学校・地域の創造をめざしてい

くための大きな学びにしていきたい。 

 討議の柱の確認後、報告・討論に入った。 

 

Ⅱ 報告及び質疑応答の概要 

  －報告１－⑩ 

今まで、僕、どうかしてたよね 

～ポジティブ行動支援で子ども一人一人 

の思いを受け止める～（徳島県人教） 

 

－主な質疑と意見－ 

徳島 Ａに対するポジティブ行動支援が、３年生に

なって効果が出始めた大きな理由は何だと考えて

いるかお聞きしたい。 

報告者 昨年は「Ａをどうにかしないと周りの子ど

もがどうにかなってしまう。」と周りのことを中心

に考えていた。本当にＡのことを考えていたのかと

反省をした。今年の担任は「Ａをよくしたい」「Ａの

ためにできることをしよう」とＡに寄り添った。また、

Ａ自身が「私はこのままでいいのだろうか」と考え

行動したこと。このあたりが２年生の頃と比べて大

きく変わったと理解している。  

徳島 「学校でやるべきこと」と「家庭で協力しても

らうこと」を整理したとあるが、具体が知りたい。 

報告者 学級の他の生徒と同じことはできていな

いが、Ａなりに取り組んでいることを伝え、フォロ

ーをしてもらうようお願いした。また、作品の仕上

げや課題の続き等を家庭にお願いした。 

大阪 「今まで、僕、どうかしてたよね。」という一言

は重い。このことばを保護者や担任はどのように

受け止め、どのように返したのか。 

報告者 保護者から「すごく嬉しい。担任のおかげ

だ。」という連絡があった。保護者にも担任にも具

体的な聞き取りができていないが、「報われた」と

思ったのではないか。 

神奈川 「望ましい行動」とは？ 

報告者 教師はどうしても「100 点主義」になって

しまい、できていないところに意識が向いてしまう。

望ましい行動とは、「僕これでええねん」と自分自身

を認める行動だと考えている。自分が成長するた

めに少しずつ努力する姿を「望ましい行動」と捉え

ている。 

協力者 子どもたちの実態をどのように把握し、教

職員間で共有していたのか。 

報告者 Q-U等アンケートの実施と、日頃の見取り

から手立てを考えていった。 

熊本 Ａが直面している差別にはどのような現状

があり、どのように変化していったのか伺いたい。 

報告者 ２年生の頃は、Ａが急変することから「関わ

らない方がいい」というような差別的な雰囲気が

あった。しかし、３年生になってからは友だちから

関わることが多くなり、Ａも受け入れるようになっ

てきた。Ａと一緒に生活をしていこうという雰囲気

が学級にある。 

 

  －報告２－⑪ 

ぼく、お風呂担当！（大阪府人連） 

 

  －主な質疑と意見－ 

福岡 P.86 に「人との出会いを通して生き方を考

える」学習を、全学年をとおして行っているとある

が、具体的な学習内容を教えてほしい。 

報告者 総合的な学習の大枠を、１年生は「家族」、

２・３・４年生は「地域」、５・６年生は「社会」と設定し

た。この年度は、１年生「家庭内の家事労働」、２年

生「まちたんけんとお仕事」、３年生「まちづくり～

『鳴滝の名物広め隊～』」、４年生「まちづくり・防

災」、５年生「まちづくり SDG´ｓ」、６年生「インクル

ーシブプロジェクト」と設定して取り組んでいる。 

福岡 地域等との連携や交渉は、誰がどのように

行っているのか。 

報告者 管理職や担当者が窓口となって行ってい

る。つながりができた後は、各学年で打ち合わせを

している。 

兵庫 子どもたちと地域をつなげようとすると、教

職員が地域を知り、つながっていなければならな

いと考えるが、どうか。 

報告者 学校としての取り組みの歴史、先輩方の実

践があったからこそできた取り組み。本当は「家の

人に聞いておいで」とする取り組みを予定していた

が、偶然、卒業生と出会い、つながれたことで今回

報告した実践が実現した。子どもたちだけでなく、

教職員にとっても、面白そうと感じられる学習をし

ていきたいと考えていたことが嚙み合った結果が、

この実践である。 

協力者 報告のキーワードは「つながり」。地域との

つながりが、Ａと子どもたちとのつながりにも役割

を果たしている。この視点からのご意見・ご質問を

フロアからいただきたい。 

 質問として、Ａの母親やお兄さんの思いについて

聞かせて欲しい。 
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報告者 仕事が忙しく、なかなか連絡が取れないと

いう引継ぎがあった。家庭訪問の際にも、母親の思

いや願いを聞くことはできなかった。トラブルがあ

り、母親に連絡をしたときの話しぶりから「Ａには

楽しく学校に行ってもらいたい」という思いや、Ａ

とＡの友だちへの気遣いが汲み取れた。 

協力者 お兄さんがゲストティーチャーを引き受け

てくれた時の思いや、その時の母親の思いはどう

であったか。 

報告者 お兄さんは「命を大切にしている。」と語っ

てくれた。お兄さんは元自衛隊員であり、遺書も書

く等、自分の命と向き合う経験があった。現在は介

護職員として働くなかで、他者の命を預かる立場

にあり、「命について、真剣に考えて欲しい。」と子

どもたちに話してくれた。その様子を見ていたＡは、

改めて兄の存在を自慢に思っていた。 

 母親はＡから話を聞いたようで、大変喜んでいた。 

大阪 報告から「その方が大切にしている生き方に

触れる」ということをねらいにしていると受け取っ

たが、実際に地域の方と打ち合わせをするなかで、

「子どもたちにこんな話をしてほしい」という具体

的なものがあれば教えて欲しい。 

 また、Ａ以外の子どもたちの感想等も知りたい。 

報告者 学習をとおして出会い直す場を設定して

いる。出会いには、教師の願いもあるが、目の前の

子どもたちに焦点を当てた取り組みにしたいと考

えている。何度も打ち合わせをしているうちに、教

職員のモチベーションにも変化があった。 

 今回の出会いをとおして、周りの子どもたちのＡ

に対する見方が変わったように思う。生き方に触

れるというのは、キラッと光る生き方を伝えてもら

うことだと考えている。 

福岡 1990 年代、私たちの学校の子どもたちは

荒れていたため、地域の力も借りた取り組みを始

めた。しかし、今は形式だけになってしまっている

ところがある。報告を聞き、もう一度原点に戻って、

子どもと地域をつなぐ取り組みをしっかりやって

いきたいと考えた。 

報告者 小学校が培ってきたつながりを認識した

うえで取り組むことや、アンテナを高くすること、ね

らいをしっかりともっておくことが大切だと考えて

いる。 

福岡 １年間をとおしてＡがどのように変容したの

か伺いたい。 

報告者 遅刻が多かったが、朝、友だちが迎えに行

くようになり、学校で過ごす時間が長くなった。担

任以外の教職員から「遅刻が減ったね。」と声をか

けられると、嬉しそうにしている姿が見られるよう

になった。宿題もやってきて、外で元気に遊んでい

る姿を見ると、こちらも嬉しくなる。現状はまだし

んどいことも多いが、NPOの放課後学習支援の場

に行くと、落ち着いて学習に取り組んでいる。 

 

  －報告３－⑬ 

「どうせお前らは俺のことなんかどうでもいい

んやろ…」（滋賀県人教）  

 

  －主な質疑と意見－ 

三重 報告の中に「思い」ということばがたくさん

でてくる。報告者のＡに対する思いや報告に出てこ

なかったＡの思いを知りたい。また、報告者が、Ａの

思いをどのように学級の子どもたちに伝え、子ど

もたちはどう受け止めたのか知りたい。 

報告者 Ａの家庭背景として、一人親（父親）家庭で

あること、父親から暴力を受けていたり、ネグレク

トの状態にあったりしていたこと、被差別部落にル

ーツがあること等の引継ぎがあった。 

 Ａ自身は、父親との関係に悩んでいた。また、父

親も子育ての仕方がわからず悩んでいた。二人と

も自分の思いをどう実現してよいかわからず、周

囲をシャットアウトしていったように思う。 

 Ａとの関わりのなかで、「自分を守るために他者

に攻撃的な態度をとっていた」ということが見えて

きた。私は「もっと、人を信じていい。人のやさしさ

を素直に受け取っていい。」ということをＡに伝え

ていた。 

 Ａは、学級の子どもたちから悪者扱いをされてい

た。その度「Ａの心の中にモヤモヤしたものがあっ

て、どうしても晴れない時には怒ることもあるよう

だよ。ダメなことはダメと言いながら、でも、Ａの気

持ちを分かってあげたい。あなたはどう思う？」と

周囲の子に伝えていた。伝わった子や受け止めて

くれた子もいたと感じている。 

 最終的な学級の姿から、Ａのよさが広がっていっ

たのではないかと考えている。 

香川 報告にあったケース会議も含めて、学校とし

てＡのためにどのような連携、取り組みをしてきた

のか。また、父親との連携を図ったのか。 

報告者 Ａと関わる中心人物を私とし、さまざまな

情報が集まってくるような体制をつくった。特別支

援学級在籍の子どもが学級で一緒に学習しており、

担任も教室に入っていたことから、常に二人体制

で学級をみることができた。Ａに何かあったときに

はどちらかが学級対応をすることができた。 

 父親の生い立ちについても話をしてもらった。両

親の関係、両親と父親との関係が悪く、父親自身も

悩みをもっていた。Ａに対してもどうすればよいか

わからず困っていた。コミュニケーションを重ねる

なかで、協力を依頼したり、Ａに対する熱意を伝え

たりした。 

大阪 子どもたち同士をつなげることができた実

践だと思う。後は父親とＡをどうつなぐかが大事に

なってくるであろう。保護者と子どもをつなぐよう

な学校の取り組み、計画等があれば教えて欲しい。 

報告者 現在担任している５年生では、親子活動と

して一緒に遊んだり、保護者対象に SNSの取扱い

方の学習会を開催したりして、保護者同士で話す

場を設けた。学校の取り組みとしては把握できて

いない。 

大阪 実践のなかで、Ａの変容に気付き、周りの子
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どもたちが変わるきっかけとなった具体的な姿が

見られたのか知りたい。 

報告者 ドッジボールをするときには、私が審判を

した。反則について子どもたちから声が上がった

ときには「さっきのは、Ａの言っていることが正し

いよ。」というように返す場面もあった。そのうち、

子ども同士で話し、Ａの言い分も含めて結論を出

すことができるようになった。学年当初は「Ａは怖

い」「関わったら自分が傷つく」とＡをシャットアウト

していた子どもたちが、このような経験からＡと関

係をつくり、高まっていったと感じている。 

 また、私がＡに対して指導している場面で「先生、

Ａはケンカをしていたから、話をするなら落ち着い

てからの方がいいよ。少し待ってあげて。」と子ど

もに諭されることもあった。子どもたちの方がＡの

気持ちをよくわかっているなと感じた。 

大阪 そのような関係性ができるまでに、どのくら

い時間がかかったか。 

報告者 ３学期までかかった。 

滋賀 保護者との関わりについて質問があったの

で補足する。Ａは父親を嫌っていたが、背景には、

父親が暴力をふるうことや働いていないことがあ

った。そこで父親と福祉をつなげ、就労支援を行っ

た。父親が働き始めると、Ａは、父親が仕事に行き

始めたこと、二人で出かけたり話をしたりしたこと

等を話すようになった。Ａに「お父さんを大事にし

てあげてね。」と言うと同時に、父親にもＡに対する

関わり方について提案した。時間はかかったが、少

しずつよい方向に動きつつある。今年度、Ａはあた

たかい学級のなかで過ごしている。 

大阪 存在を認めることが大切であり、その姿を他

の子どもたちが真似していく。担任が冷たい態度

で接していれば冷たい学級ができる。学級経営に

おいて、とても大切なことだと感じた。 

 父親の育ちを知ることは本当に大切だ。また、学

校生活をとおして、Ａ自身の生活力を高めていくこ

とは、父親から自立につながり、自信をもって人生

を歩んでいけるのではないかと思った。 

福岡 教室で落ち着いて過ごすことが難しい子ど

もに対応する立場にあったとき、SSW から「先生

は人類を代表してこの子に関わるんですよ。」とア

ドバイスをいただいた。大げさかもしれないが、き

っとそうだろうと思う。報告を聞いて、Ａの大人に

対する不信感を、報告者が払拭したのだろうと感

じた。 

 自分自身の実践を振り返ったとき「まずは落ち着

いて学習できる環境をつくらなければ」と考え、し

んどい子どもたちの気持ちを押さえつけてしまっ

ていたなと思った。明日からは「なぜそのような行

動をしているのか」ということを理解するところか

ら、もう一度頑張っていきたい。   

協力者 報告から、褒めるだけではなく、子どもの

本当の思いや暮らしの背景をつかまなくてはいけ

ないということが確認された。そしてその思いを周

りの子どもたちに伝え、つないでいく取り組み、つ

なぎ直していく取り組みが大切だということが確

認された。 

 

－ 一日目の総括討論 － 

福岡 ３本目の報告（滋賀）について伺いたい。Ａと

の信頼関係をつくっていくなかで、「ここが肝だっ

たな」と思う部分があったら教えて欲しい。また、

報告者自身の子どもの頃の経験や思いがあったう

えで、学校現場を選ばれた一番大きな理由が知り

たい。 

報告者（滋賀） 「行動については、指導することも

あるけれど、気持ちは全部丸ごと受け止める」とい

うことを大事にしてＡと関わってきた。「イライラし

たり怒ったりしてはいけない」という風に伝わると、

気持ちを我慢させたり、抑圧したりすることになる。 

 私は子どもの頃、学校が嫌いだった。苦しみしか

なかった。その分、誰よりも学校と向き合い、考え

てきたと思っている。学校に行けなかった自分を

受け入れ、弱さを認めることができたのも学校の

おかげだと思うようになった。今の私の強みも学

校にあると考えている。 

協力者 子どもと教師、子ども同士が信頼関係を

結んでいく、保護者と子どもの信頼関係を修復す

る。私たちの役割は、子どもたちの人生をつくって

いくことにつながっている。みなさんの実践と報告

とを重ねてご意見をいただき、共有をしたい。 

滋賀 愛着に課題の見られたＡにとって、信頼でき

る大人の存在が大切だと考え、学校として、担任で

ある報告者とＡが強くつながることができるよう

な体制づくりを行った。楽しいことを一緒にやりな

がら対話していくなかでＡの心がほぐれていった。

担任との関係ができたことで安心し、他の子ども

たちとの関わりが生まれるようになったと思われ

る。愛着に課題がある子どもたちに対して、この実

践が参考になるのではないか。 

福岡 ２本目の報告（大阪府）について。卒業生にと

って、後輩たちに話をしたことは自信になったと考

えられる。また、教職員にとっても、卒業生たちの

その後を知るきっかけになったのではないか。私

の所属校の卒業生についても、その後を知りたい

と考えた。 

 また、フロアから出た「今、あなたが、人類を代表

して子どもたちに関わっている」ということばが胸

に刺さった。   

愛媛 学校のなかでしんどさを感じている子ども

は増えてきている。子どもたちのために何ができ

るのか考えていくことの大切さを、３本の報告から

学び、勇気をもらった。 

 「褒める」ことは大切だが「認める」ことも大事に

していきたい。認めるというのは相手の価値基準

に立って行う行為である。一人ひとりの成長過程

をしっかりと見ていくようにしていきたい。 

愛媛 １本目の報告（徳島）からは「自分自身の見方

を変えると、子どもたちの見え方が変わる」という

こと、２本目の報告（大阪府）からは「友だちや地域



- 4 - 

 

とのつながりの大切さ」、３本目の報告（滋賀）から

は「しんどさに最後まで向き合うこと、関わりきる

こと」をそれぞれ学ぶことができた。 

三重 「指導しなくては」という思いが先立ち、子ど

もの思いを受け止めて褒めることができていたか

と振り返った。また、子どもと教師、子どもと子ど

も、学校と地域、保護者とのつながりの大切さにつ

いて学ぶことができた。実践に活かしていきたい。 

奈良 かつて、補充学級（解放子ども会）では、「自

分の地域を誇れる子どもに育って欲しい」という願

いから、地域とつながることを大切にしてきた。た

くさんの人とつながるための人材バンクの作成も

行ったことがある。現在校では総合学習のなかで

地域を教材として学習をしているが、「人」に焦点

が当たっていない。「人とのつながりをつくり、自

分の地域が好きな子どもたちを育てていく必要が

あると改めて感じた。 

 ３本目の報告（滋賀）にあった父親の育ちが気に

なった。今、部落差別が見えにくくなっている。父

親や、その母親（Ａの祖母）が差別のなかでしんど

い生活をしていたために、子どもと向き合うことが

できなかったのではないかと想像している。報告

者（滋賀）と父親とのやりとりのなかで、差別のつ

ながりを感じたことがあったか知りたい。 

報告者（滋賀） 父親に「ムラは危ないから来ない方

がいいよ。」と悲しげな声で言われたことが印象に

残っている。被差別部落については、勉強したこと

しか知らなかったため、現状がわからなかった。父

親の話を聞いていると、そこには、きっと当事者に

しかわからない何かがあるのだろうと感じた。 

福岡 「来年は〇〇と同じクラスにしてほしくない。」

等、保護者の間で凝り固まった差別がある。それが

子どもや保護者を傷つけている。子どもたちが互

いのよさを家庭で広げていってほしい。 

福岡 先程の「ムラは危ないから来ない方がいい。」

という話で誤解があってはいけないので一言。実

際は自虐的にそのような表現をする場合がある。 

報告者（滋賀） 「うちの近くの駐車場に車を停めた

ら、傷をつけられるよ。ハハハ。」と父親が言ってい

たことがあるが、それが自虐的な表現に当てはま

るのかと思う。それに対してどのように反応してよ

いかわからなかった。 

奈良 あるは母親の話。ムラで生まれ育ったその方

は、地区外の方と結婚をした。結婚相手が職場の

人と近所を通ったとき、「この辺りは気を付けた方

がいいよ。」と言われた。「俺は『そういうのは、おか

しいですよ』ときちんと伝えた。」と、帰ってきて報

告してくれたという話をしてくれた。しかし、続けて

「それって地区外の人だから言えるんですよね。」

と私に話してくれた。その方は「ムラで生まれた自

分たちには、そんなに簡単に言えない」ということ

を言いたかったのだと思う。差別に出会ったとき、

こう答えればよいという正解はないが、自分の思

いや考えを伝え合える関係をつくることは大事で

ある。 

山口 全国の部落のなかには、厳しい生活実態の

地域もある。「自分たちのまちはガラ悪いよ。でも、

あたたかいところだよ。」というように、Ａの父親の

部落観をひっくり返すことができるのは同和教育

である。Ａも今後さまざまな壁に当たることがある

だろう。その時に部落問題学習が大切になってく

る。これは父親からのサイン。学ぶチャンスだと思

ってＡの父親とも話をしてみてはどうか。 

大阪 自分自身のルーツが被差別部落にあるかも

しれないと思うようになってから、「この人には言

える」「この人には言えない」というようなフィルタ

ーが、他者との間にできたように感じた。 

 Ａの父親の話を受けて考えたことや学んだことを、

担任を通じて父親に伝えると、喜んでくれると思う。

部落問題に出会ったとき、どう関わるかによって

信頼を得ることもできる。 

大阪 Ａの父親に「うちに来ない方がいいよ。」と言

わせたのが、差別の現実なのだろう。そのような状

況に立ち向かっていける子どもたちをどのように

育てていくかということが、学校が取り組まなけれ

ばならない課題だと思う。 

 

 － 一日目のふりかえり － 

協力者 一本目の報告（徳島）では、できているこ

とを褒めることで、望ましい行動を増やしていくポ

ジティブ行動支援について報告がなされた。教職

員が子どもの見方を変えていくことで、子どもた

ちが変容し、課題のある子どもが安心して教室で

過ごすことができるようになった。 

 質疑をとおして、望ましい行動とは「ぼくはこれで

いいんだ」と自分自身を認められる姿であること、

子どもたちの「みんなに認められたい」「つながりた

い」という思いに気付き、頑張りを見ていけば、子

どもたちは安心し、自信をもったり互いを大切にし

合ったりできるということが確認された。 

 二本目の報告（大阪府）では暮らしの厳しいＡに、

さまざまな人と出会い、自分にできることを考え

て欲しいという願いのもと取り組んだ報告がなさ

れた。その結果、Ａは自分が大切に育てられている

ことに気付き「優しい人になりたい」と将来の姿を

思い描くようになった。 

 質疑をとおして、子どものしんどさの背景に、そ

の子の思いや家族・地域の願いがあることに気付

かなければならないこと、保護者や地域の人と話

すなかで受け止めた思いを子どもに返していくこ

とが、子どもたちに展望をもたせ、顔をあげ、胸を

張って生き方を問い続けさせるのだということが

確認された。 

 三本目の報告（滋賀）では、Ａと報告者の子どもの

頃の姿を重ねながら関わり方を問い続け、Ａの本

当のしんどさは何か、どのように寄り添えばよいの

かを探っていく営みが報告された。弱さを見せら

れず苦しんでいたＡと報告者がつながることで他

の子どもたちのＡに対する見方を変え、つないで

いく取り組みを根気強く丁寧に積み重ねていった
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結果、Ａが苦しみから解放され、なかまとつながっ

ていく姿が見られるようになった。 

 質疑では、Ａと父親をつなぎ直していく取り組み

が課題として挙げられた。父親が育ちのなかで見

てきた部落についても、報告者が受け止め、向き合

い続けて欲しいという声があった。 

  

 －報告４－⑭ 

「Ａが優しいから、お母さんは心強いんだね」 

（三重県人教） 

  －主な質疑と意見－ 

大阪 質問は２点。１点目は、子どもたちのなかに

「ルッキズム」のようなものは見られたか。2点目は、

母親の手紙の内容を詳しく教えて欲しい。 

報告者 「Ａに近寄りたくない」と思わせたのは、私

のＡに対する見方が子どもたちに伝わったからで

はないかと思う。先輩から「それがあなたのなかに

ある差別心だよ」と指摘され、ハッとした。また、先

輩教員がＡと自然に関わっている姿を見て、関わり

方を学ばせてもらった。 

 母親からの手紙には「Ａへ。これからも頑張ってく

ださい。いつも幸せでありますように。ありがとう。

いつも私の話を聞いてくれたり、忙しいときはいつ

もすぐに助けてくれてありがとう。いつも勇敢な少

年でいて欲しい。ママの願いはずっと健康でいてく

れることと、アレルギーが治ることです。ママがあ

なたのことをとても愛しているといつも思ってく

れることを願っています。大好きよ。私のＡ。」と書

かれてあった。 

三重 Ａ以外にも一人でいる子どもがいたが、周り

の子どもたちがＡ以外の子も気にかけるようにな

ったのは何故か。どのようなアプローチをしたのか

知りたい。 

報告者 周りの子どもたちがＡとつながれたのは、

Ａのアレルギーのことを知ったからだと思う。教室

で飼育していた生き物の世話をするなかで、子ど

もたちが協力し始め、今まで関わりがなかった子

どもたちが少しずつつながっていった。 

三重 報告から、Ａに対する周りの子どもたちの関

わりの変容はわかったが、Ａから関わっていく姿は

見られたか。 

報告者 遊んでいる子どもたちに「入れて」と言い、

輪に入っていく姿や、絵を描いている子どもに「こ

れ〇〇の絵だね」と声をかけ、一緒に絵を描いて遊

ぶ姿が見られた。 

大阪 母親をゲストティーチャーとして学校に迎え

るまでのプロセスや、その際の苦労等について聞

きたい。 

報告者 Ａは母親の母国に憧れをもっている。Ａは

「甘いご飯」が好きと話していた。これは、フィリピ

ンの貧しい家庭の料理で、子どもが好きな料理だ

と母親が教えてくれた。また、Ａは、フィリピンにい

る母親の家族に会うことや現地のおじさんとバイ

クに乗って買い物に行くことが夢だと教えてくれ

た。本校では、昨年度、人権学習において多文化共

生をテーマに取り組むことになっていたこともあり、

Ａが憧れをもつフィリピンについて学習しようと考

えた。 

 家庭訪問をする度に、母親が嬉しそうにフィリピ

ンの話をしてくれたことがきっかけである。しかし、

最初はうまくコミュニケーションを取ることができ

なかった。英語で話したり手紙を書いたりしても通

じず、通訳と一緒に話をするようにした。言葉は通

じたが、気持ちまでは通じず、苦労した。父親が間

に入ってくれて、やっと、じっくりと話ができた。母

親も私も、互いに「仲よくなりたかった。話がしたか

った。」という思いであったことが分かった。 

三重 Ａと家族の関わりや、Ａの家族や自分自身へ

の深まりについて教えて欲しい。一人の子どもと

の関わりをとおして、その子ども自身の深まりを周

りの子どもたちに広げ、それぞれが深めていくよう

な実践をしたいと考えて取り組んでいるが、簡単

にはいかない。Ａの周りの子どもたちが、自分自身

や家族に対する深まりの具体が知りたい。 

報告者 Ａだけでなく、困っている子どもに対して

その課題に応じて取り組んできた。しかし、自分自

身や家族の深まりまではわからない。二分の一成

人式の取り組みのなかで、二十歳の自分に手紙を

書いた。多くの子どもが「クラスのみんなが優しく

て幸せだ」と書いていた。 

愛媛 報告者とＡの保護者とのつながりについて

は報告にあったが、その後、保護者同士のつながり

や、Ａの家に友だちが遊びに行くようなつながりが

あったのか教えて欲しい。 

報告者 Ａの母親と他の保護者同士は、まだつなが

っていない状況にある。Ａには双子の妹がいる。母

親に「双子サロン」に参加してはどうかと声をかけ、

地域の方と交流することを提案した。 

 Ａは放課後、家の近所で自転車に乗ったり、公園

に行ったりして友だちと遊んでいる。 

山口 当初、父親は強い口調で要望することがあっ

たようだが、３年生の頃の様子や学校としての対

応について知りたい。また、フィリピンの学習をと

おして子どもたちが変容し始めたのは、きっかけに

過ぎないと考えている。Ａをなかまとして受け入れ

られるようになったのは、その後、何らか学級とし

ての取り組みがあったからではないか。 

報告者 ３年生の時は、アレルギーの症状がそこま

でひどくなかった。３年生の頃、母親が妹たちを妊

娠し、入院した。父親は仕事があるため「仕事が終

わるまで学校でＡを待たせてほしい」という要望を

していた。Ａと姉の二人の担任が対応し、二人は宿

題をする等して放課後も学校で過ごした。学級の

取り組みとしては、Ａがなぜ休んでいるのか、周り

の子どもたちは知らなかったことから、「Ａはアレ

ルギーの症状が出て、夜も眠れなかった。だから今

日は学校に来ることができない。」「今日もお休み

だね。Ａは大丈夫かな。アレルギーの症状が出てい

るのかな。」と日々子どもたちに話をしていた。Ａ

が早退をして通院する際も「Ａ、行ってらっしゃい。」
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と声をかけていた。 

大阪 Ａの母親に学校で話をしてもらったときのＡ

の思いやその後の様子について教えて欲しい。 

報告者 母親に学校で話をしてくれることを、Ａは

とても楽しみにし、喜んでいた。授業後に書いた手

紙には、「お母さんが来てくれて、とてもうれしかっ

た。ありがとう。でも、もう来てくれることはないの

かなぁ。」と書かれていた。また来て欲しいのだろ

うと感じた。 

 

  －報告５－⑫ 

むすぶ・くねんかんで 

～小中一貫校での成長と、渡日生との出会い～ 

（大阪市人教） 

－主な質疑と意見－ 

三重 報告にあった二人の子ども以外にも、地域に

は外国につながる子どもがたくさんいるように思

われるが、子どもや保護者、地域の人たちの外国

人に対する見方や課題、差別の実態について教え

て欲しい。また、「志学式」において、地域の実態を

踏まえた人権学習の実践をされているのであれば

知りたい。 

報告者 報告に出てくる学年の子どもたちは、比較

的、なかま意識をもって関わっている。そのため、

多文化や外国籍に対する差別はなかったように思

う。小学校時代には差別事象があったと聞いてい

る。しかし、その都度、話を聞き取り、丁寧に指導を

してきている。「志学式」については、異動して間も

ないため、取り組みについて十分把握ができてい

ない。本年度は人権教育主担当であるため、講師

と打ち合わせをしたり、事後の子どもの感想を読

んだりしている。そのなかで印象に残っているのは

「国がちがっていたとしても、それを理由に自分の

夢をあきらめるような世界はつくりたくない。」と

いうものである。地域の方には、地域の歴史や産

業、思いを子どもたちに伝えてもらっているが、そ

のように当事者とたくさん話をすることで子ども

たちは学びを深めているのではないかと思う。 

三重 ５年生の時には荒れが見られた学年が、ここ

までまとまりを見せるようになるまでには、何があ

ったのか。また、外国につながる子どもたちがたく

さんいるとアイデンティティが問題になってくる。

自分の国を誇れる、また、まわりの子どもたちが

「素敵だな」と思える教育が大事であると考える

が、どのように取り組まれたのか教えて欲しい。 

もう１点。渡日生の「周りの子どもや自分は苦労を

した。同じ経験をさせたくないから親切にするの

だ」という声が報告された。このような思いが、学

校文化として息づいているとすれば、どのように

育ててきたのか。この３点について教えて欲しい。 

報告者 子どもたちが落ち着いていたかと言うと、

そうでもない部分もあった。中学生になってもトラ

ブルはあった。小学校の先生方も私自身も関わり

続けるということを丁寧に積み重ねていった。アイ

デンティティの質問については、私自身の反省点で

ある。目の前の進路等にむけた取り組みを優先し

ていたため、それぞれのアイデンティティについて

深める取り組みが十分できていなかった。他の報

告を聞きながら、自分自身を省みたところである。

３点目について、コミュニケーションをとることが

難しいということが不安だったようだ。正義感が強

く、真面目な子どもだったことから、どうしても助

けてあげたいという思いになったようだ。学校全

体としては、志学式以外にも、多文化共生、部落問

題、障がい者の人権問題、在日韓国・朝鮮人の人権

問題について学ぶ活動を小・中で行い、学びを深

めている。その学びを文化祭で発表して小中で交

流している。 

三重 アイデンティティについては、本当に難しい

ことだと考えている。これだけ多くの外国につなが

る子どもたちがいるということは、宝だと思う。小

中９年間で、自分の国を誇れるようになること、周

りの子どもが知る学習をすすめていくことが、「ち

がいがわかる」「認め合える」という子どもたちの

宝になるチャンスだと思う。ぜひ、今後も取り組み

を進めて欲しい。 

報告者 ありがとうございます。 

大阪 課外活動としての多文化共生の取り組みが

あるとの話があった。私の所属する学校にも、外国

につながる子どもたちが多数通っており、月１回

「地球村」という取り組みを行っている。報告者の

学校で取り組んでいる多文化共生の取り組みにつ

いて、もう少し詳しく教えて欲しい。 

報告者 小中学校において、自分が興味ある国に

ついて挨拶や国旗、文化等について調べる学習を

行っている。文化祭では、多文化共生のグループで

は、去年はバンブーダンス、今年はマイムマイムを

踊る等の発表もしている。それぞれの国について

学んだり、遊んだりする活動を行っている。小・中

それぞれに学習計画を立てて取り組んでいるが、

文化祭については特別な時間割を組んで実践して

いる。 

大阪 小学校では、興味のある国についてグルー

プで調べ、歴史や食べ物、遊び等について発表をし

ている。 

大阪 学級通信に対する保護者や子どもの反応は

どうであったか。 

報告者 信頼関係をつくるため、まずは自己紹介を

し、自分自身や学級への思いを知ってもらいたい

と考えた。また、「最近の学級の様子」等についても

子どもたちに率直に投げかける内容を書いた。子

どもたちをつなげるために取り組んだ班の交換ノ

ートの内容も掲載した。学級通信を楽しみにしてく

れる保護者もいた。 

三重 学級の子どもたちが、JSLのために授業を

抜けてしまう二人に対して思いを巡らせる姿が報

告されたが、報告者はどのような働きかけや声が

けをしていたのか。登校することが難しかったクラ

スメイトに対しても同じように思いを巡らせている

子どもはいたのか。 



- 7 - 

 

報告者 JSLだけでなく日本語教室にも通ってい

た。「二人は日本語がまだ不自由だから困っている

ことがたくさんある。困っていることを言葉の力で

乗り越えるために、まずは勉強しているよ。二人も

頑張っているんだ。」と話をしていた。不登校傾向

にあった子どもに対しては家庭訪問でつながろう

とした。仲のよい子どももいたため「SNSでこんな

ことを伝えて」と子どもを介してつながりをつくっ

た。班長会議においても、サポートが必要な友だち

への対応等について話し合い、支援を続けている。 

 

Ⅲ 総括討論 

協力者 まず、５本の報告に対する質問を受けたい。

その後、５本の報告に共通する「子どもの思いと背

景に気付き、つながりをつくる、深める、広げる関

係づくりのために何をしていけばよいか」について、

実践や意見を出し合いたいと考えている。 

滋賀 今日の１本目の報告（三重）で、家庭訪問の際、

Ａの保護者はどのように考えていたのか、またつな

がりができてきたと思われるまで苦しかったと思

うが、そのあたりを聞きたい。 

報告者（三重） 母親は「大きな声で騒いでいる外

国人に日本人が冷たい眼差し送っていたことがあ

り、とても気になった。」と話をしてくれた。その話

から、自分たちがうるさいから、おとなしい日本人

が嫌がると思い込み、日本人との関わりを控えて

いるのだということがわかった。家庭訪問をした時

も「話したいことはあるけれど、どのように気持ち

を伝えればよいかわからなかった。」と話してくれ

た。父親は強い口調で学校に要望をしていたが、家

庭訪問では優しい表情で私の話を受け止めてくれ

た。電話での態度だけで判断してしまい、父親の思

いに気付くことができていなかったことを申し訳

なく思った。そのことを伝えると「こちらも無理と

分かったうえで頼ませてもらっていた」と話してく

れた。少し分かり合えたのではないかと考えている。

父親自身、いじめに遭った厳しい経験があり、Ａに

「友だちをいじめてはいけないと話している。」「Ａ

が本当の自分の子どもではないからこそ、厳しく育

てたい。妹と比べられたり、本当の父親ではないか

らきちんと育てられなかったと言われたりしたくな

い。」という思いをもっていた。Ａを思うが故、関係

がうまくいかない等、悩みも多いが「Ａとしっかり

話をしてわかり合いたい」と願っていることが分か

った。 

 母親とつながりができたと感じたのは、母親の気

持ちを聞くことができたときだった。タガログ語の

通訳を交えて話をしたが、はじめは母親の気持ち

を聞くことができなかった。母親は、ビサヤ語の方

が気持ちを伝えやすいということがわかり、話がで

きるようになった。 

福岡 通訳の方は市の職員なのか、独自に依頼し

たのか。 

報告者（三重） 通訳の確保をしてくれた先生が会

場にいるので、代わります。 

三重 学校にいる通訳は教育委員会から来てもら

っているが、家庭に入ってもらうことが難しかった。

市役所にいたタガログ語を話せる方にお願いをし

て家庭訪問に同行してもらったが、母親と話をす

るにはビサヤ語の方がよいと気付いた。学校に来

てくれている通訳の方はビサヤ語がわかるので、

二人の役割を代えてもらい、家庭訪問に同行して

もらった。この経験をとおして、通訳を介して保護

者と話をする際、事前の打ち合わせで担任の思い

や伝えたいことをしっかりと確認しておくことが大

切だと学んだ。 

協力者 むくのき学園（大阪）では、通訳を活用した

事例はあるか。 

大阪 本校でも通訳に来てもらっている。懇談等、

通訳が必要な方が学校に来られるときに一緒に話

をしてもらうことが多いが、家庭訪問に同行したこ

とはない。日常の様子等について話を聞くときや

家庭訪問に通訳がいればよいと思うが、通訳の数

が少ない。懇談の日程を合わせるだけでも非常に

苦労をした。「やりたいけれどやれない」という、も

どかしい思いをしているのが現状である。 

三重 私の勤務校には、外国につながりのある子

どもが 30数名在籍している。通訳も常駐しており、

学年通信を出す際は、配付する前に通訳さんに渡

して、複数の言語に翻訳してもらっている。日本の

言葉も文化もわからない母親から、給食指導につ

いて苦情があったが、その際には通訳できる教員

の力を借りて誤解を解いたり、日本の学校行事に

ついて、１カ月前に電話で説明したりしている。家

庭訪問にも同行してもらっており、助かっている。

外国籍の母親たちは、地域とのつながりもないこ

とが多く、道に迷った場合には警察に行くこともあ

るようだ。外国籍の方が地域とつながることが大

事であり、そのために学校ができることはないか

と考えている。 

福岡 子どもたちのための教育条件整備として通

訳の方を配置するよう行政に働きかけることが大

切だと感じた。 

福岡 私の勤務する高校にも、外国にルーツのある

子どもが多数在籍している。その子どもたちの保

護者は、どちらかが外国籍の方である。子どもたち

は小さい頃から日本で過ごしているため日本語を

話すことができるが、その一方で、外国籍の保護者

の母語は話すことができない場合がある。その子

どもたちが高校生になると、外国籍の保護者に対

して、諦めに似た思いをもっていることがある。周

囲の人たちの外国籍の方に対する意識のようなも

のを内在化してしまっている。また、難しい話が通

じないため相談ができなかったり、わかってもらえ

ないと感じたりすることが多い。精神的にしんどく

なり医療機関にかかることもある。報告にあったよ

うに、小さい頃から外国籍の保護者に対する肯定

的な見方やつながりを育てる実践を積み重ねるこ

とが大事だと学んだ。 

大阪 子どもとつながるためには、保護者とつなが
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ることが大前提である。ある子どもの祖母とつな

がりができ、「やんちゃな子どもたちを母親が毎日

叱っている。怒りすぎではないかとも思ったが、母

親が頑張っているから止めることができない。」と

話してくれた。その話を聞き、これまでトラブルが

ある度に「家庭でもしっかり指導してもらいたい。」

という思いが自分自身のなかにあったのではない

かと振り返り、保護者との関係づくりに対する考え

を改めることができた。 

 滋賀の報告を受けて、部落問題について会場か

らたくさんの意見があった。地域の方から「何か苦

しいことがあったら、いつでも戻ってきていいんだ

よ」と子どもたちに伝えてほしいと言われたことが

ある。それは社会にまだ差別が現存しており、安心

して生活ができないことの表れだと捉えた。「全人

類を代表して子どもと向き合う」という昨日の意見

が心に残っている。明日からの人権学習、部落問題

学習に取り組んでいきたい。 

報告者（滋賀） 報告に対して多くのご意見をいた

だいた。報告してとてもよかったと感じている。何

故、わたしはこれほど人権について真剣に取り組

もうとしているのかと考えた。不登校であった当時、

私は死にたかった。死にたい自分のなかに、「生き

てはいけない自分」がいる気がしていた。けれども

死ぬことができず、ずっと葛藤していた。眠ると明

日がやってくるので、眠るのが怖かった。しかし、

今、世界中に「明日が怖い人、怖くない人」がどのく

らいいるのかと考えている。さまざまな差別や価

値観のなかで「生きてはいけない」と感じている人

がいるのであれば、それは間違っていると思う。こ

れからも学び続け、考えを深めていきたい。 

神奈川 クラスに溶け込めず、学校に来たくないと

いう子どもがいた。「学校に来てほしい」という思

いから、積極的に声をかけたり、クラスの子どもに

「あの子に声をかけてあげて」と話をしたりした。自

分では努力をしたつもりだった。しかし、ある日、ク

ラスの子どもに「来年は先生のクラスになりたくな

い。先生のことは好きだけど、先生のクラスになる

と、きっと、あの子と同じクラスになるでしょ。」と

言われた。自分自身が悲しくなった。自分としんど

い思いをしていた子どもとはつながったが、その

子と周りの子どもとつながるというところまで考

えが至っていなかったと思った。神奈川の高校で

はインクルーシブ教育に取り組んでいる。しかし、

取り組みをすすめていこうという思いはあるもの

の、実際にどのようにすすめていけばよいかわか

らないという不安も強い。この二日間の報告や実

践をヒントに取り組みを進めていきたい。 

大阪 「行ってみないとわからない」「話してみない

とわからない」というなかで実際に動くことが大切

である。そうすることで課題が見え、信頼関係がで

きてくる。寄り添うというよりも向き合うというイ

メージで深くかかわることで、課題の奥に、社会の

なかの差別や自身の差別意識に気付かされていく。

ちがいが差別の原因になっているのだとしたら、

被差別の側に要因を求めるべきではない。人権学

習は教えるのではなく、差別の仕組みや社会構造

のなかで、なぜ差別が起こるのかについて探求し

ていく学びが大切である。子どもが主体的に学び

たくなるようにしていくためには、教師が、子ども

の背景にある課題や差別を見抜く力が必要だと考

える。今回の報告には、このような視点があったか

らこそ、実践をとおして子どもたちが変容していっ

たのだと考えている。「福田村事件」は、人が不安

な状況に追い込まれたときに同調圧力や身近な人

間関係等が働いた結果、差別したり、差別に加担し

たり、また傍観した結果である。差別していること

にブレーキがかからず、自分たちの命を守るため

に殺してしまうことにつながった。差別は命を奪う

ものだという認識に立ち直り、人の命を奪わない

よう、差別を見抜く力を身につけ、差別をなくして

いこうとする子を育てたい。自分の弱さを認め、話

すことができるなかまづくりをすすめていかなけ

ればならない。総括討論の方向性として示された

「つながりをつくる、深める、広げる」というキーワ

ードの、「広げる」は、数を多くするということでは

なく、多様な人とつながり、広げていくことができ

るようにしたいと思った。 

大阪 三重の報告にある、アレルギーが「酷い」とい

う表現が気になった。「反応で」「症状で」という表

現の方がよいのではないかと思った。「子どもたち

が見た目でどう判断するか」とあるが、知識がない

ということは恐怖を与え、よからぬ差別を生んでし

まう。アレルギーの話をすることで、子どもたちが

理解し、受け入れる関係をつくった取り組みは素敵

だと思った。もう一つ。学校に来ることができない

子どもは大阪市でも増加傾向にある。学校に来る

ことがしんどくなっている子どもには、オンライン

で授業をしている。授業開始１０分前にオンライン

を始め、仲のよい子どもと放課後に遊ぶ約束をさ

せるといった作戦をとった。安心できる場所は大

人がつくるが、子どもたちの力は大きい。子どもの

力を信じながら取り組んでいこうと考えている。 

三重 Ａのアレルギーのことは聞いてはいけないの

だと子どもたちは思い込んでいた。報告者（三重）

は、休んでいるＡを心配するような話を学級でし、

子どもたちにＡに対する思いを巡らせていったと

いうエピソードを話された。大阪市の報告にも、外

国につながりのある子どもや学校に来ることがで

きない子どもに対する班長会の話し合いのエピソ

ードがあった。学校に来ることができない子どもた

ちが増えているという会場からの意見があった。

学校に来ること、来させることがゴールではないと

思う。私たちが大切にしなければならないことは、

三重と大阪市の報告にあったように、思いを巡ら

せていく子どもたちを創っていくことではないか。

その前に、私自身が子どもに思いを巡らせていけ

ている私であるのかを問うていきたい。子どもに

思いを巡らせる時間を意図的につくっていく必要

があると思う。それが当事者である子どもが知っ
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たとき「私の居場所はここにある」と感じるだろう。

誰一人取り残さない学級をつくっていった子ども

たちが、誰一人取り残さない社会をつくっていくこ

とになるだろう。 

三重 現在、人権担当として子どもと関わっている。

どの報告も人として向き合い、丁寧に関わる取り

組みであった。子どもも保護者も先生ではなく人

として向き合ってくれた姿を見て変っていったの

ではないかと思った。また、外国につながる保護者

や子どもたちの報告を聞き、自分自身が、相手を

知ろうと表面的にはしていたのだろうけれど、実

際はそれができてなかったのではないかと考えさ

せられた。 

三重 まず教師が厳しい立場にある子どもとつな

がることが大事であり、教師を介して、つながりが

子どもたちに広がっていくのだと考えさせられた。

しかし、保護者同士をどのようにつなげていくのか

という点は、課題だと捉えている。 

 学級で落書きが見つかった。その際、保護者から

「クラスに韓国の人がいるからな」という差別につ

ながる発言があった。保護者同士のつながりがな

かったことに一因があると考え、韓国籍の保護者

に、キムチづくりの講師をお願いした。その活動は、

閉じこもり気味だったその保護者と他の保護者と

がつながるきっかけになった。何かのチャンスがあ

れば、それを活かして取り組んでいくことは大切だ

と感じた経験だった。 

 今日の報告は、差別の現実、学級の人権課題から

スタートした実践であった。多文化共生の学習は、

おそらく学校の取り組みとしてやらなければなら

ないものであったと思うが、それ以前に「この子ど

もの厳しい立場を何とかしなければ！」という報告

者の視点がすばらしいと感じた。私が勤務している

市には、「人権カリキュラム」というのがある。「この

カリキュラムさえやっておけばよい。」 と捉えてい

る人がものすごく多い。私は、それはおかしいので

はないかと感じている。人権課題、学級の課題はど

こにあるのか。担任は４月のうちに見極めて取り組

んでいかなければならないと強く思っている。 

協力者 最後に報告者に感想等を述べていただい

て討論を終わりたい。 

報告者（三重） ご意見をいただき、大変勉強にな

った。この学びを実践につなげていきたい。 

報告者（大阪市） 報告に対するご意見のほか、同

じように子どもたちと向き合っている報告を聞い

たり、討論をして深めたりするなかで、本当に学ぶ

ことがたくさんあった。報告してよかったと感じて

いる。今後につなげていきたい。 

報告者（滋賀） 「つながる」「広げる」というキーワ

ードのもと、総括討論が行われたが、私の報告に対

してご意見をいただいたり、あたたかく聞いてい

ただいたりするなかで「これがつながりの形なのだ

ろう」と感じている。つながるとホッとする。これが

つながりの大切な理由の根本なのだろうと思う一

方で、私のなかに「つながる心地よさ、大切さ」や、

その引き出しがどのくらいあるのだろうと感じた。

つながりの実感をもっていればいるほど、子ども

たちにその実感を広げることができるのではない

かと考えた。私自身が、さらにつながる実感を味わ

っていきたい。 

報告者（大阪府） 子どもたちは、知らないこと、わ

からなことが怖かったり不安に思ったりするのだ

ろう。昨日報告したＡや保護者に対しては、つなが

り切れていなかったという思いがある。だからこそ、

今年度関わっている子どもや保護者とのつながり

づくりを頑張っている。 

報告者（徳島） 管理職としてどのようなことがで

きるのか、どのようなしかけをしていくのか等、二

日間の学びを活かして、これから新たなことに取り

組んでいきたい。 

 みなさん、放課後に家庭訪問をする等、積極的に

関わろうとしている。しかし、近年、働き方改革の

なかで「無理をしてはいけないよ」という声がけが

多くなっている。この部分の摩擦についても、管理

職として先生方を支援していきたい。 

協力者 この場所が、私たちの学びの場、気付きの

場、つなぐ場であったと思う。全人教の場がわたし

たちの実践や悩みを語れる場所、居心地のよい場

所なのではないかと改めて実感した。 

 

－二日間のまとめ－ 

協力者 一日目のまとめは行ったので、本日の２本

の報告と総括討論を振り返っていく。 

 三重からは、アレルギーが原因で遅刻や休むこと

が多かったＡと外国籍の母親の生きづらさに向き

合い、家庭訪問や多文化共生の学習をとおしてつ

ながりをつくり、心が解放されていった取り組みが

報告された。目の前にいる被差別の立場にある子

どもや保護者は、本当にわかってほしいことが言え

ずに孤立させられている。それこそが差別の現実

であると気付き、「最も厳しい子どもが生き生きと

過ごせることが、誰もが生き生きと過ごせることに

つながる」と語られた報告者。最も厳しい子どもが

誰なのか、差別の現実を見抜き、自分自身の課題

だと受け止め、実践することの大切さを確認した。 

 大阪市からは、渡日の子どもたちをサポートし、

周りの子どもたちとつないでいくために、あたた

かい学級の雰囲気づくりをめざした取り組みが報

告された。見ようとしなければ見えない渡日の子

どもたちの不安や苦労、成長が見えるようになっ

たのは、子どもたち同士の支え合う姿のおかげで

あった。外国にルーツのある子どもたちの母国や

アイデンティティを理解するなかで、そのことが傷

つけられることなく尊重し合うなかまづくりが重要

である。会場からは、多文化共生の取り組みの実践

の必要性が課題として挙げられた。学力保障や多

文化共生に根ざしたなかまづくりの課題について

確認された。 

 総括討論では、「子どもたちに向き合い、つなぐ

ことつながることが大切だ」という点について、多



- 10 - 

 

くの思いや実践を語っていただいた。私も、子ども

たちに向き合い、関わり続ける強さをもち、へこた

れそうな弱さを抱きしめながらつながることを信

じて明日から現場で頑張っていこうと思っている。

二日間、素晴らしい分科会討議をつくりあげてくだ

さった報告者のみなさん、参加されたすべてのみ

なさんに感謝したいと思う。以上でまとめとさせて

いただきます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


